
 

 

山口県環境保健センター 
職員総数:３９人（葵庁舎 １９人、大歳庁舎 ２０人） 
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センターの概要 

１ 施設 

葵庁舎 (保健部門 : 総務課、企画情報室、保健科学部) 

鉄筋コンクリート造 地上4階 昭和44年2月開設 

総務課、企画情報室、保健科学部各実験室、分析機器室、会議室、動物舎 
 

大歳庁舎 (環境部門 : 総務課、企画情報室、環境科学部) 

    鉄筋コンクリート造 地上3階 昭和49年1月開設 

総務課、企画情報室、環境科学部各実験室、大気汚染常時監視テレメータ室、会議室、高度安全分析棟、 

気候変動適応センター 

 

２ 業務 

県民の健康と快適な生活環境を守るため、本県における保健・環境分野での科学的・技術的中核機関とし

て調査研究、試験検査、研修指導、情報提供等の業務を行っています。 

（1） 調査研究：感染症・食中毒に関する調査研究、有害大気汚染物質の環境調査及びシミュレーション     

分析、水質・廃棄物・有害化学物質に関する調査研究、干潟の生態系機能に関する調査研究 
  

（2） 試験検査 

一般依頼検査：寄生虫卵検査、麻痺性貝毒検査 

一般廃棄物最終処分場の放流水等検査、環境汚染に係る地下水調査 

行政依頼検査：食中毒及び感染症病原体等検査、動物由来感染症調査、麻痺性貝毒検査、食品中の残留

農薬・抗菌剤検査、食品中のアレルゲン検査、遺伝子組換え食品検査、医薬品・家庭用

品規格検査、ばい煙発生施設等の立入検査、大気汚染常時監視、大気中の有害化学物質

調査、大気中の微小粒子状物質(PM2.5)の成分分析、航空機関係等騒音振動調査、ダイオ

キシン類環境濃度等調査、工場排水・地下水中の有害物質検査、産業廃棄物最終処分場

に係る検査、廃棄物・土壌の有害物質検査、突発公害に係る環境分析、UPZ内の放射線

測定 
 

（3） 研修指導：保健・環境関係技術者の受託研修 
 

（4） 環境学習支援 : 親と子の水辺の教室指導者研修、インターンシップ・体験学習等の訪問受け入れ 
 

（5） 山口県感染症情報センターの管理・運営：現在流行している感染症等の発生動向調査及び結果公表 
 

（6） 山口県気候変動適応センター：気候変動影響・適応に関する情報収集・提供など  
 

（7） 情報提供 : ホームページを活用した感染症情報や大気汚染状況常時監視情報等の提供 
 

（8） 委託調査、共同研究 

    厚 生 労 働 省：感染症流行予測調査、麻疹･風疹排除に資する持続可能なサーベイランスに関する研

究、愛玩動物由来人畜共通感染症の対策を目指した総合研究 など 

       環 境 省：化学物質環境実態調査(大気、水質、底質、生物) 

            広域総合水質調査（底質、底生生物） 

       原子力規制庁：環境放射能水準調査（空間放射線量率の測定、核種分析） 

国立環境研究所：光化学オキシダント等の変動要因解析を通した地域大気汚染対策提言の試み 

河川プラスチックごみの排出実態把握と排出抑制対策に資する研究 など 

 

（9） 日韓海峡沿岸県市道環境技術交流事業 

* 日本側４県(山口県,福岡県,佐賀県,長崎県)、韓国側１市３道(慶尚南道,釜山広域市,全羅南道,済洲特別自治道) 
 

 

（10） 山口大学エ学部との連携:水環境フォーラム山口の開催 

 

                                      (令和5年4月1日現在） 


